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養は重要な儀礼となっている。この出生性比は 1980 年代以前は低かったが、1990 年以降のピー
ク時には 116.5 であったという 3)（井上、2006 年、p.223）。2006 年国連推計によれば、韓国の合
計特殊出生率は、1980－85 年は 2.23 であり、人口置換水準を超えていたが、1985－90 年には 1.6













好が鮮明となり、1980 年代半ば以降 108 から 111 を推移するようになった。とりわけ第３子以上
















































おける宗教別出生力によりみてみよう。表３は 1992－93 年および 1998－99 年に行われた家族保
健調査（NFHS: National Family Health Survey）結果に示された宗教別出生力である。宗教別の出
生力はイスラム教徒において高くなっている。1990 年代において出生率が顕著な低下を示す一方
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で、イスラム教徒における出生力は上昇している。ヒンズー教徒における出生力低下が着実に進
行した結果、出生力低下速度が遅いイスラム教徒の合計出生率と人口全体の合計出生率との差は
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州知事によりイスラム教徒人口の出生率を高めることを推奨する報道がされたこともある




（International Institute for Population Science, 2000, p.159）。したがって、イスラム教徒が支配的な
地域において、政治勢力拡大を視野に入れた人口規模の拡大の意図およびこれを受けた人口行動
をとる可能性に関しては議論の余地を残している。 







ヒンズー教徒とシーク教徒は 0.4 人、イスラム教徒は 0.5 人多い男児数を希望している。男児を
希望する比率はキリスト教徒を除き 30％を超えるが、女児を希望する比率は高くない。このこと
は家族計画の受容にもつながっており、調査時点において避妊を実行しない理由の 43.6％は男児
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